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この事業の目的

①手賀沼が真の里沼であって欲しい。

②次世代を育てる環境教育の一環として、当会の構成団体が持つ情報や調査

研究成果を結集し、手賀沼の生態系や自然観察、地域の歴史など、様々な

情報を動画など使いやすい形で提供し、授業での活用の一助としたい。

③まず手賀沼を知って、次に手賀沼に来て体験してもらう。

④この事業の主な対象は小学生とする。

⑤子供たちに、手賀沼に親しみを持つ心を育みたい。

⑥多くの美手連構成団体が本事業に参加することにより、持続可能な活動を

展開するための支援としたい。



事業概要

１）実施場所 手賀沼及びその周辺地域

２）内容 当会の構成団体の活動成果である手賀沼・流域の動植物の生態や文化・

歴史などを分かり易く可視化して、デジタル教材（動画等）を制作し、
授業の中で活用してもらう。

３）デジタル教材の内容

・基本的には小学校3～4年生を対象とする。
・動画、写真、イラスト、文章を組み合わせて、テーマごとにPPTで編集し、
できれば説明の音声をつける。

・可能であれば1つの動画で1つのテーマを取り上げ、長さは簡潔に5～10分を基本
とする。

・できるだけ最新情報を提供し、なぜそうなったか、気づきをもたせる材料を提供
する。

・制作の主体は原則として各団体、監修は美手連デジタル教材制作PTで行う。
・なお、制作する動画は特定の政治団体および宗教団体に関与しない内容とする。



事業概要

４）実施体制
・デジタル教材制作プロジェクト（デジPT）メンバー
A：参加を希望する団体会員（各団体1～2名）
B：運営事務局（7名）
C：我孫子市・柏市の教育委員会関係ほか
D：技術的なアドバイザー（3名） 麗澤大学学生、我孫子野鳥を守る会副会長

５）事業計画
・期間：2022年度～2023年度
・デジタル教材完成・普及までのロードマップ

６）事業収支
・2022年度は「ちば環境再生基金」及び「手賀沼基金」の助成を得て実施。
2023年度は申請中。



デジ教材完成・普及までのロードマップ



豊かな手賀沼をめざすデジタル教材作品

作 品 形態 制 作 コ メ ン ト

１
※

手賀沼をうつくしく
～せっけん物語～

動画 我孫子市消費者の会
「版画絵本」をベースに新たに動画として制作。せっけん
物語を中心に据えながら、孫と祖母の対話形式で分かり易
く手賀沼を紹介。

２
※

手賀沼のむかしものがたり 動画 流山市立博物館友の会
漫画「手賀沼・今昔」をアニメーション化。手賀沼の歴史
を紹介、戦国時代の手賀沼・手賀沼の干拓・手賀沼八景な
ど。高学年対象。

３
※

船戸の森のおはなし 動画 船戸の森の会
「船戸の森の会」の活動を動画化。子供たちの活動が紹介さ
れ、親近感あふれる。ほかの地域でも大変参考になる作品。

４ 手賀沼周辺のデジタル野鳥図鑑 PPT 我孫子野鳥を守る会
「探鳥ガイドブック」のデジタル化。小学生に使い易く64
種に絞り、検索機能も入れた便利な野鳥図鑑。全学年対象。

５
紙芝居 スズメさんの見聞記
シリーズ（5作品）

PPT 我孫子野鳥を守る会
「野鳥の紙芝居」をデジタル化。今回は無声形式で5作品。

子供たちが自ら野鳥として出演できる。簡単な振り返りテ
ストも用意。

６ 東葛地域のトンボ写真集 PPT 我孫子野鳥を守る会
会員の写真を中心に制作、東葛地域で見られるトンボ48種
が分かり易く、検索機能も入った写真集。全学年対象。

７ 手賀沼流域のこまった水草 動画
美手連デジタル教材
制作PT運営事務局

手賀沼流域の特定外来植物の繁茂と駆除活動について、忍
者を使って分かり易く紹介。手賀沼への来訪に期待。全学
年対象。

※は麗澤大学・地域連携実習参加作品
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